
登録コード 開講年度

担当教員授業科目

英文授業名

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

A3Y72200 2026

公開森林実習Ⅱ 小林　元 他

Open forest practice outside the school II 荒瀬　輝夫

1 通年(集中) 集中･不定期 ２～４年生

　 実習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２５Aカリ

【2025年度以降カリキュラム対象】2．【専門性】 農学分野の 本学部とは異なる視点での農学に関する知識・技術が修得でき
専門的な学識と技術が身についている。 る。

⇔

【2025年度以降カリキュラム対象】3．【情報分析・発信力】 本学部とは異なる視点での農学に関する知識・技術が修得でき
論理的な思考力のもと，多様な情報を収集・分析・活用できる る。
とともに，効果的に伝えることができる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 履修希望者が「全国農学系学部相互間における単位互換に関する協定」に参加する大学の「公開森林実
習」科目を大学を通して申請し、受講した場合に、他大学からの成績評価を基に本科目の単位認定を行
う。
単位認定に相当するかどうかの判断については、提出する申請書・受講予定の科目の実施要項等内容が
わかる書類を基に、事前に行う。

(5)授業計画 「公開森林実習」の募集に応募し、派遣先大学から受講が認められ、実際に受講した学生を対象とする。
対象の公開森林実習の科目については、毎年募集があり次第随時掲示をする。

受講申請にあたっては、以下の手順をとること。

①募集中の科目から受講する実習科目を決め、受講の希望を農学部学務グループへ申し出る。
②必要書類を準備し、掲示している期限内に農学部学務グループへ提出する。

＜必要書類について＞
応募する大学によって必要な書類が異なるため、随時掲示及び農学部学務グループで確認をすること。
（書類には保証人（保護者）や指導教員（担任教員）の承諾・自署を求めるものがあるため、履修を希
望する場合は早めに申し出ること。）

＜履修許可について＞
他大学からの許可をもって履修を許可するため、履修許可を得るまでに時間がかかる。
履修許可が下りた場合は、メール等で該当者に連絡をする。

(6)自主学習の指
針

受入先の大学の指示に従うこと。

(7)成績評価の基
準

受入先の大学における成績評価が可以上（認定を含む）の場合に、「認定」とする。

(8)事前事後学習
の内容

受入先の大学の指示に従うこと。

(9)テストやレポ
ートの予定

必要書類については掲示にて連絡する。
また、別途メール等で連絡することもある。

(10)成績評価の方
法

履修後、受入先の大学における成績評価を基に単位認定を行う。受入先の大学における単位認定方法・
基準については、受入先の大学のシラバスや実施要項を確認すること。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

＜手続きに関する質問等＞
農学部学務グループ　
メール：ngakumu★shinshu-u.ac.jp
※★は@にしてください。

＜履修を希望する科目の授業内容に関する質問等＞
実施要項等に記載されている問い合わせ先にお問い合わせください。

(12)履修上の注意 ・農学部内の掲示板にて必要事項を掲示するため、履修希望者は随時確認をすること。
・大学を通さずに受講した公開森林実習の単位は、本科目の単位とは認定できないため注意すること。
・原則申請の取下げはできないため、確実に参加できる日程の科目かどうか確認をすること。
・受講者には必要に応じて連絡をするため、メール等を随時確認すること。

【教科書】 なし

【参考書】 なし


